
 
 

【研究発表】 

 研修係の德重先生は，まず，教師の間接

指導の難しさ，「指示待ち」の子供が多い実

態等から，研究に取り組んだことを紹介さ

れました。次に，授業の写真や動画を示しな

がら，これまでの実践と関連付けて学び合い学

習を充実させるための研究内容を分かりやすく

説明されました。児童が相互に発言しながら， 

主体的に学び合う

様子の動画等から

研究の成果が具体

的に伝わる素晴ら

しい研究発表とな

りました。 

【公開授業：複式第１・２学年 算数】 

題材 １年「たしざん」 

題材 ２年「かけ算」 

１年生は，「８＋６」の計算

の仕方について考える学習で

した。10のまとまりをつくる 

ことに着目し，自分の力で説明する姿が見られ

ました。先生から出された８と６の両方を分け

て 10のまとまりをつくる方法について，頭の

中をぐるぐる働かせて考える姿が印象的でした。 

 ２年生は，「３×７」の計算について考える

学習でした。既習内容を生かして主体的に学習

を進める姿が見られました。終末で，自分の学

びを振り返り，一生懸命書く姿が印象的でした。 

【公開授業：複式第５・６学年 算数】 

題材 ５年「分数のたし算とひき算」 

題材 ６年「比とその利用」 

 ５年生は，異分母のひき算に 

ついて考える学習でした。既習 

事項を活用して考えて，その後 

さらに，先生との対話や参考意見を基に考え

を深めていました。 

 ６年生は，同じ濃さの乳酸飲料水を違う量で

作る際の割合について，比を使って考える学習

でした。１時間の学習過程を見通してＭＣ役の

児童が進行し，友達同士で解決方法を話し合い

ながら課題解決し，自分たちの言葉でまとめや

振り返りまで行っていました。 

 

【授業研究】 

授業研究では，子供が自分たちで学びを進め
る姿が話題になりました。特に，学び合いの場

面では，ガイドが先頭に立って進める方法では
なく，子供たちが相互に発言をしながら進めて
いく姿や，自分の主張を伝えた後に根拠を伝え
る姿を基にして協議が深まりました。また，授
業の終末で子供たちが一生懸命，振り返りを書 
いて共有していた姿か
ら，振り返りの意義ま
で話題となる授業研究 
になりました。 

 令和５年 10 月 25 日（水）に，曽於市立財部南小学校にて，大隅地区研究協力校「へき
地・小規模校教育（算数科）」の研究公開が行われました。財部南小学校は，令和４年度から
２年間，学び合い学習を視点に研究を進めてきました。 
研究主題は「子供が主体的に学習する複式学習指導の工夫～学び合う算数
科学習を通して～」です。当日は，学び合い学習の流れ，見通しをもって学び
合い学習を進めるための板書やワークシートの工夫，話合いを支える三角ロ

ジック，話合いを深めるリボイシングとリフレクティブトスなどが研究内容
として示されました。そして，公開授業で表出した児童の姿から研究の
成果が伝わり，授業研究で協議が深まる素晴らしい研究公開となりました。 

 

【閉会のあいさつ】 
川畑 由美子 校長先生 

 〔研究発表の様子〕 

 

 

〔１・２年生の授業〕 

 

〔５・６年生の授業〕 

 〔授業研究の様子〕 


